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リハビリテーションとは�

動物のリハビリテーションの目的�

犬のリハビリテーション教育�
と認定プログラム�

�欧米と日本の現状�

　近年、米国、英国、豪州、オランダ、ベル

ギーなどの国々を中心に動物のリハビリ

テーション医学が急速に発展し、多くの獣

医科大学で教育も行われ始めている。こ

れらの国々では動物医療専門の理学療

法士の認定システムが確立されつつあり、

動物医療専用のリハビリテーションセンタ

ーも数多く存在している。一方、本邦では

獣医師が動物のリハビリテーション医療を

学ぶ機会が少なく、日本語で読むことので

きる成書が1冊（犬のリハビリテーション：イ

ンターズー社）しか存在しないため、欧米

と比較すると圧倒的に知識量が不足して

いる。また、獣医科大学においても理学療

法に関する講義がなく、学生への教育は

皆無と言っても過言ではない。さらに、各

施設で行われている療法のやり方や成績

を中立に議論する機会がなく、体系付け

られた方法の確立やエビデンスの構築が

困難な状況にある。したがって、わが国に

おいては画一化された治療方針は存在

せず、国際的な流れに反し我流になる恐

れがあることは否定できない。このような

現状を打破する目的で、2007年に日本動

物リハビリテーション研究会が発足した。

日本動物リハビリテーション研究会は、動

物医療のためのリハビリテーションの普及

が第一の目的であり、将来は世界基準の

動物理学療法士の認定も視野に入れて

いる。今後、わが国においても世界基準

のリハビリテーション医療が発展すること

を期待する。�

　現在、犬のリハビリテーション教育とし

て2つの有名な認定プログラムがある。最

も有名なのが、米国のテネシー大学で行

われている Certificate Program in 

Canine Physical Therapy で、 このコ

ースを受講して最後の試験に合格すると�

このプログラムでは、獣医師や人の理学

療法士のためのコースと、動物看護士と

理学療助手のためのコースの2つのコー

スがある。これらのコースを受講して最後

の試験に合格すると、前者はCCRT（Certified 

Canine Rehabilitation Therapist）、

後者はCCRA （Certified Canine 

Rehabilitation Assistant）の認定を

受けることができる。�

　最近では、日本でもこれらのプログラム

の一部を受講することができるので、本邦

においても世界基準の資格の取得者が

増えることを期待する。その他に、オースト

ラリアを中心にいくつかの国で動物のリ

ハビリテーションに関する講習会が開催さ

れ、日本人も参加できるようになっている。�

　医学領域では、整形外科および神経疾

患の患者において、発症もしくは手術直

後から適確なリハビリテーションを行うこと

が、機能回復にとって重要な位置を占め

ている。特に、これらの術後のリハビリテ

ーションは欠かせないものとなっており、理

学療法士も介在し疾患ごとに治療プログ

ラムが確立している。近年では、ただ漫然

と屈伸運動やストレッチを行うのでなく、科

学的な根拠に基づいてリハビリテーション

を計画し実行することが推奨されており、

人の理学療法領域では治療効果に関す

る多くのエビデンスが蓄積され始めている。�

残念なことに、犬や猫の医療においては、

機能回復の中心となるリハビリテーション

の重要性は最近になるまであまり認識さ

れておらず、ほとんどの施設で手術を行っ

た動物に対して厳格なケージレストを常

識のごとく行っていた。しかし、同じ症状

で同じ手術を行った症例においても、術

後のリハビリテーションの達成度によって

治療成績が大きく異なることを、多くの獣

医師が経験するようになり、リハビリテーシ

ョンは必ずしも軽視できない重要な治療

の一部として注目を集めるようになってきた。�

そのような背景から、動物医療においても

欧米を中心にリハビリテーションの重要性

が認識され始め、それらの国々では今や

ひとつの治療法として位置づけられている。

　近年、米国、カナダ、英国、豪州、オランダ、

ベルギーといった国々では、動物のリハビ

リテーションに関連する学会または協会

が存在し、動物医療専門 の理学療法士

の公認も行っている。動物のリハビリテー

ションに関する国際学会（International 

Symposium on Rehabilitation and 

Physical Therapy in Veterinary 

Medicine ）も過去に5回開催されており、

様々なリハビリテーションの効果や適切な

治療時期について盛んに研究発表が行

われている。動物医療においても、それぞ

れのリハビリテーションの効果に関するエ

ビデンスが少しずつ蓄積され始めており、

もはや「俺」または「私」のやり方を行う時

代ではなく、理論に沿って体系付けて行う

ことが常識となりつつある。そのためには、

リハビリテーションに携わる者は、リハビリ

テーションを行う意義、治療計画の構築

方法、そして各々の治療効果について把

握しておく必要がある。�

　本連載では、欧米と日本の現状に触れ

ながら、動物医療で行われているリハビリ

テーションについて4回に渡って概説する。

第1回は、イントロダクション、背景、リハビリ

テーションの目的と種類、用意するものな

どについて順に述べる。第2回は機能評

価法、治療計画の立案法、マッサージ療法、

他動運動、第3回は運動療法と物理療法、

第4回は各疾患へのアプローチについて

解説する予定である。本連載が、これか

らリハビリテーションを学ぼうとしている方々

にとっての一助となったら幸いである。�

はじめ に �

～動物医療における�

　リハビリテーションの現状～�

犬と猫で有効な�
リハビリテーションの種類�

CCRP（Certificate Canine Rehabilita�

tion Program）の認定を受けることがで�

きる（www.canineequinerehab.com/）。�

  もうひとつは、 Canine Rehabilitation In-�

stitute（CRI）による認定プログラムである�

 （http://www.caninerehabinstitute.com/）。�

　リハビリテーション（rehabilitation ）

という語は、「再び」という意味の"re"と、

ラテン語の形容詞で「適した」という意味

の"habilis" 、そして動作を意味する

"ation"という語から構成されている。こ

の用語を直訳すると「再び人間として適

した状態にすること」であり、古くは権利・

名誉・資格を取り戻すということを意味し

てきた。現在の医療では、リハビリテーショ

ンとは「失った機能の回復だけでなく、障

害者の人間らしく生きる権利の回復を援

助すること」と解釈されている。動物医療

にあてはめるのならば、「傷ついた動物が

機能回復し、再び伴侶動物らしく生きるよ

うにさせてあげること」と定義できるかもし

　動物医療におけるリハビリテーションの

目的は、「障害が原因で低下もしくは低下

していく動物の生活の質（QOL; quality 

of life ）の向上や維持、またはその低下

のスピードを緩徐にすること」である。リハ

ビリテーションを行う上での最大の利点は、

非侵襲的であるということである。リハビリ

テーションを行うことで、生活の質の改善、

回復のスピードの促進、疼痛の緩和と合

併症の軽減、筋や神経の機能回復、関節

の可動域（ROM）の維持および改善、患肢

の体重負重の増加や運動機能の向上、

非ステロイド系抗炎症薬（NSAIDs ）の投

与期間の短縮でなどが達成できることが

多い。また、簡単なリハビリテーションは誰

にでも行うことができるため、飼い主も治

療に参加することができる。それは、動物

と飼い主、そして飼い主と医療チームの

連携を高めるといった効果も期待できる。�

　動物医療においてもリハビリテーション

の重要性が認識され始めているが、小動

物臨床領域では実際にどのようなリハビリ

テーションが行われているのだろうか？　

現在行われているリハビリテーションは、

マッサージ療法（Massage Therapy）、他

動運動（Passive Exercise ）、運動療

法（Therapeutic Exercise ）、物理療

法（Modalities）などに大別される（図1）。�

図1　小動物で行われているリハビリテーションの種類�
�
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